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肥
後
狂
句
の
愛
好
家
で
つ
く
る
阿
蘇
御
神

火
会
の
皆
さ
ん
が
、
千
本
桜
自
然
公
園
内
句

碑
の
森
に
句
碑
を
建
立
し
、
関
係
者
が
出
席

の
も
と
１２
月
９
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

句
碑
に
は
、
昭
和
２６
年
発
足
時
の
初
代
会

長
石
原
菊
香
さ
ん
や
現
会
員
８
人
の
句
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
１
回
の
定
例
会
を
開
い
て
い
る

同
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
は
、
本
誌
の
文
芸

コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●

１‐
月
１７
日
、
梅
香
苑
に
楽
し
い
お

客
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
阿
蘇
の
観
光
に
訪
れ
た

「琉

球
舞
踊
柳
清
本
流
和
華

の
会
」
の
み

な
さ
ん
約
１０
名
が
、
梅
香
苑
隣

の
民

宿

「灯
」
に
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
、
隣

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
急
き
ょ
施
設
の
訪
間
を

決
定
。

約
１
時
間
の
間
に
、
９
種
類
の
踊

り
や
歌
を
披
露
し
お
年
寄
り
と

一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

思
わ
ぬ
訪
問
者
に
、
お
年
よ
り
の

皆
さ
ん
は
大
喜
び
で

「着
物
や
踊
り

な
ど
と
て
も
素
晴
ら
し
く
感
動
し
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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色見の山鳥と井上地区に約250年伝 えられる伝統の祭 り「飯食い祭」が

12月 8日 井上集会所で開かれました。

これは、農作物の豊作に感謝するとともに火伏せを祈願 した祭 りで、今

年は井上地区が座元 として山鳥東組の 2名 を接待 しました。

接待を受けたのは岩下克己さんと岩下浅雄 さんで、まず精進料理を食ベ

た後いよいよ祭 りの本番。高さ20セ ンチ以上はあるといわれる大盛 りの大

塔に挑戦。途中「夕立が来ました」の声で、ミノと笠を身に着けて挑みま

したが、さすがに全部食べきることができず、座元の皆さんが協力 して最

後は残 さず食べ切って祭 りを終えました。

1讐 量1

巨
た
な
ヤ
０
イ
モ
ガ
現
れ
た
Ｉ

住
吉
義
隆
さ
ん
宅
（中
園
）
で
は
、
重
さ
何
と

７
キ

ロ
近
く
の
巨
大
な
ヤ
マ
イ
モ
が
と
れ
ま
し

た
´さ

ら
に
驚

い
に
わ

は
、
今
話
題
の
敬
宮

愛
子
さ
ま
の
誕
生
と

ほ
ぼ
同
じ
時
刻
に
と

れ
た
こ
と
ｃ

愛
子
さ
ま
に
は
健

や
か
に
育

っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思

い
ま

す
が
、
こ
の
ヤ

マ
イ

モ
は
次
の
日
に
食
卓

に
上
が
つ
た
そ
う
で
す
。

'ヽ
座元の皆
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1.水と緑と土の |こ おい、いつぱいの住みよい町 |こ します。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツ|こ親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。
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一

高
森
町
奨
学
生
募
集

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
保
護
者
が
高
森
町
に
居
住
す
る

「高
校
生
」
及
び

「大
学
生
」
を
対
象

に
、
奨
学
資
金
貸
し
付
け
の
募
集
を

行
い
ま
す
。希
望
者
は
、
３
月
２５
日
ま

で
に
中
請
書
を
提
出
し
て
ド
さ
い
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
に
お
尋
ね

下
さ
い
。
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２
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１
、

皆
様
方
に
は
、

も

し

も

し

健
康
情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

１
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

経
済
不
況
の
中
、
牛
海
綿
状
脳
症
・

●

馬
と
聞
く
と
真

っ
先
に
競
馬
を

連
想
さ
れ
る
方
も
多

い
と
思
い
ま

す
。
馬
同
士
を
走
り
競
わ
せ
る
行

動
は
、
走
馬
、
競
馬
な
ど
と
い
っ

て
、
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
特
に
端
午
の
節
句

（五
月

五
日
）
の
競
馬
は
恒
例
で
、
と
き
の

天
皇
が
臨
観
し
た
と

の
記
録
が

残

っ
て
い
ま
す
。

現
代
で
は
、
競
馬
と
い
え
ば
サ

ラ
ブ
レ
ツ
ド
。
よ
り
速
く
走
る
よ

う
に
と
、
品
種
改
良
を
重
ね
て
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
た
馬
で
す
。
広
い
胸

幅
、
よ
く
発
達
し
た
後
躯
、
四
百
キ

休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

１
月

１３
日
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１
月
２７
日

立

野

病

院
　

　

勤
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２
月
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日

中
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医
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１０
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Ｈ
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２４
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■
月
　
乳
幼
児
の
熱
が
出
た
時
に
は

■
火
　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
正
し
い
知

識

■
水
　
知
ら
な
い
で
は
す
ま
さ
れ
な

い
医
療
保
険
制
度
改
革

■
木
　
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
っ
て
何
？

■
金
　
寒
冷
じ
ん
ま
し
ん

■
土
ｏ日
　
性
交
時
の
痛
み
に
つ
い

て

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

Ｔ
ＥＬ
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９
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８

５

・

３

３
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０

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身

の
弁
護
十
、
汁
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
１
月
２６
Ｈ

（■
）

午
後
１
時
か
る
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

（今
―‐‐―
か
ら
場

所
が
変
わ
り
ま
す
）

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を

行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１
月
２５
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
１
月
１７
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
１
月
１８
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
２
月
５
日

（火
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

ヽ
↓

Ｌ
Ｖ

て
暗

い
世
相

の

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

．
　

今
年
は

こ
の
よ
う
な
中
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
は
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

「生
ま
れ
て
よ
か

っ
た

。
住
ん
で
よ
か

つ
た
」
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の

一
年
町
政
に

皆
様
の
声
を
充
分
に
拝
聴
し
、
行
政
　

　

・

に
取
り
組
ん
で
参
り
た

最
後
に
な
り
ま
し

ご
挨
拶
と
い
た

●   ●

●
′b

C

と

本目

談

う

ま

ど

し

午
年

こヽ′
‐

気 や
ん
う■

ゃ
乃

ち
な

赤
た

おめでた・お くやみ

2001.11月受付分   1敬称略

鶴林 海翔ちゃん

(大畑) 11.14生

井上  澪 ちゃん

(横町)11.20生
中山 玲奈ちゃん

(森 )11.23生

一
幸

幸

代

　

紀

を
分タ

孝
美

巳
節

　

亜

父
母

父
母

父
母

和
市

狩

町

町

原

昭
　
　
一月
上
　
上
前

二
子

也
美

輝
也

浩
斉

和
由

芳
美

代
剛

見
用

斐
曰

山
味

色
銅

甲
帳

／

ｆ

‐

ヽ

、

／

′

‐
ヽ

、

／
′

―

ヽ

ヽ

男

　

男

　

女

λ
た
、、シ

静恣
高 森 ・

熊  本

色 見 ・

高 森 ・

高 森 ・

上色見・

11.1

11.22

11.22

隕
族

子ヤ

菫退
　
ミヽ斐

御

甲

所

倉

住

社

斉

コ

宗

ツマ

石

出

白

小

通

和

旭

昭

子

徳

ヨ

和

キ庄

上

古

田

場

和

馬

，

の
　
７
‐

宮

曜

味 鳥 楢木野久光

続柄 死 亡 者 年齢

夫  甲斐 義隆 80
妻  白石  トエ 66

夫 小出  童  89
父 楢木野龍男 75
夫 古庄  巽  82
母  田上 ミヨト 85

人口の動 き

(11月 末日現在 )

世帯数 2,618(+2)
男  3,728(+2)
女  4,024(-5)

総 数 7,752(-3)

善 黄 の 灯
あ りが と うございま した

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>古庄キヨ子

<一般寄付 >イ ベ ント出店組合

園 甲斐イツエ

月廻 り公

■広報送料寄付

林 裕文 (東京都府中市 )

林 敬昌 (熊本市国府 )

梅崎貴美子 (大阪府柏原市 )

中尾幸雄 (兵庫県高砂市 )

富永高周波工業(榊 (横浜市緑区)

ず え な が <
あ 幸 せ に

お くや み
も う しあ げ ます

(2)
今度の温泉館休館日 1月 16日 (水)/2月 20日 (水 )

(23)

含
基邸

高
森
町
長
　
今

村
　
博

信

響
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「
熊
本
県
民
環
境
フ
ェ
ア
」

開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
紹
介
、
環
境
に

配
慮
し
た
製
品
の
展
示
・販
売
、
環

境
に
関
す
る
講
演
会
、
こ
ど
も
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
楽
し
く
、
た
め
に

な
る
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
多
く

の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
１３
年
２
月
８
日

（金
）

～
１０
Ｈ

（Ｈ
）

■
開
催
場
所

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

■
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁
環
境
政
策
課

Ｔ
Ｅ

０

９

６

・

３

８

３

・

１

１

１

１

（内
線
７
３
２
２
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の

ご
案
内

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
な
ど
の
入
学
・在
学
資
金
に
は

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、低
利
の

う
え
手
続
き
も
簡
単
な
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
３
０
０
万
人
を
超
え
る

方
々
に
利
用
さ
れ
て
き
た
融
資
制
度

で
す
。

■
融
資
限
度
額
　
学
生
・生
徒
お

一

人
に
つ
き
　
２
０
０
万
円
以
内

■
返
済
期
間
　
１０
年
以
内
（在
学
期

間
内
で
の
元
金
据
置
可
能
）

■
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
も
可
能
）

■
融
資
利
率
　
年
１

・
７
％
　
（平

成
１３
年
Ｈ
月
末
現
在
）

■
お
申
し
込
み
。
問

い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
熊
本
支
店

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

５

３

・

６

１

２

１

（国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
「国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
の
ほ
か
、
事
業
資
金
の

融
資
や
恩
給
・共
済
年
金
担
保
貸
付

な
ど
各
種
の
融
資
を
行

っ
て
い
ま

す
）法

務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
地
域
住
民
の
方
々
の

利
便
を
図
る
た
め
、
郵
便
局

（登
記

印
紙
を
販
売
し
て
い
る
局
）
の
窓
口

に
登
記
簿
謄
本

・
抄
本

・
登
記
事
項

証
明
書
の
請
求
用
申
請
書
を
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

郵
便
局
で
申
請
書
に
記
入
し
て
投

函
す
れ
ば
、法
務
局
か
ら
ご
自
宅
等

に
返
送
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
町
内
で
は
高
森
郵
便
局
と

草
部
郵
便
局
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
支
局

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・

２

２

・

０

１

３

７

境
界
に
は
永
久
的
境
界
標

（杭
）
の
設
置
を
―

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は

「境
界
標
設
置
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

展
開
中
で
す
。

近
年
、境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
土
地
の
変
動
の
障
害
と
な
つ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
は
、

確
定
し
た
境
界
に
永
続
性
の
あ
る
境

界
標
を
埋
設
し
、
そ
れ
を
地
積
測
量

図
上
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、境

界
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
、
隣

接
土
地
所
有
者
立
会
の
上
、永
続
性

の
あ
る
境
界
標

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

杭
、
金
属
標
等
）
を
設
置
し
ま
し
よ

う
。
ま
た
、
境
界
標
は
時
々
確
認
す

る
な
ど
し
て
自
分
で
管
理
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

７

２

・

５

０

３

１

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
は
熊
本
労
働
局
で
―

平
成
１３
年
１０
月
１
日
か
ら
個
別
労

働
紛
争
解
決
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

個
別
の
労
働
者
と
事
業
主
の
間
の

労
働
条
件
、
募
集

・
採
用
、
セ
ク
ハ

ラ
等
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
紛
争
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

一
、
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
情
報
提
供
し

ま
す
。

二
、当
事
者
で
解
決
が
困
難
な
場
合

は
、熊
本
労
働
局
長
が
解
決
の
方
向

に
つ
い
て
助
言

・
指
導
を
行

い
ま

す
。

三
、
弁
護
士

，大
学
教
授
か
ら
構
成

さ
れ
る
紛
争
調
整
委
員
会
が
、
紛
争

解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー

ナ
ー

Ｔ
Ｅ

０

９

６

・

２

１

１

・

１

７

０

１

あ
な
た
も
通
信
制
高
校
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

中
学
校
卒
業
以
上
で
学
習
意
欲
の

あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢

・
学
力

・

国
籍
の
制
限
は
な
く
、
３
年
間
で
卒

業
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
２
年
、
３
年

へ
の
転
入

・

編
入
も
で
き
ま
す
。

◎
学
習
は
次
の
よ
う
に
し
て
進
め
ら

れ
ま
す
。

①
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴

き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、添
削

指
導
を
受
け
る
。

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、授
業
を

受
け
る
。

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る
。

◇
願
書
受
付
期
間

３
月
５
日
（火
）
～
３
月
２８
日
（木
）

◎
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊
本
校
　
一Ｔ
８
６
２
‐
０
９
７
０

熊
本
市
渡
鹿
９
丁
目
１
の
１

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

・

３

８

３

・

７

３

３

０

■
〈
・‐
化

４幅

果̈
　
（
５
百
万
円
以
上
）

口
を
超
す
体
を
支
え
る
細
い
脚
。
た

て
が
み
を
な
び
か
せ
て
走
る
姿
は
、

「走
る
芸
術
品
」
と
い
わ
れ
る
だ
け

あ

っ
て
、
ほ
れ
ば
れ
と
す
る
美
し
さ

で
す
。

一
方
で

「馬
の
耳
に
念
仏
」
「馬

耳
東
風
」
と
、
無
反
応
、
役
立
た
ず

の
代
表
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
馬
の

耳
。

鍬
箕
ち
が
何
気
な
く
使

っ
て
し

ま
う
諺
で
す
が
、
こ
れ
は
誤
解
と
考

え
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

馬
の
耳
は
、
前
方
に
あ
る
物
の
距

離
を
測
る
な
ど
、
優
れ
た
機
能
を

持

っ
て
い
ま
す
。
「馬
の
耳
に
念
仏
」

は
、悠
然
と
し
た
馬
の
姿
か
ら
連
想

さ
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
が
、
馬

に
と

っ
て
は
迷
惑
な
話
で
す
ね
。

馬
は
、
人
間
の
願
い
ご
と
に
も
関

係
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、絵
馬
で
す
。

そ
の
昔
、神
に
祈
願
し
て
か
な
え
ら

し

ん
め

れ
た
と
き
、神
馬
と
す
る
よ
う
に
馬

を
献
納
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
し

い
民
は
馬
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、代
わ
り
に
馬
の
絵
を
描

い
た
り
、
馬
の
形
に
作

っ
た
木
片
を

献
じ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
絵
馬

の
始
ま
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

午
年
の
今
年
も
ま
た
、神
社
に
は

た
く
さ
ん
の
絵
馬
が
献
納
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。　
一
年
を
健
康
に
、

無
事
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て

世
界

に
平
和
が
訪
れ
ま
す
よ
う

，ヽ
　
・　　・　　・　Ｏ

ー

1● ヽ

ガ

住
民
と
の
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様

に
は
、
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え

の
こ

上
げ
ま
す
。

昨
年

組
ん
で

特
に
、
・

撃
を
あ

壽
蔵
〈
ム

さ

し

い

さ

ら

に

た
え

る
と

う
厳
し
い
状
況
で
あ
り

か
本

‐‐ヽ
年
も
相
変

‐
わ
ら
ず
の
ご
支
援

。
ご
協
力
を

願
い
中
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ

い
さ

つ
ど

い

創
意
工
夫
を
重

よ

、

ル
４

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す

町
民
の
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

、
政
府
は
経
済
不
況
打
開
策
と
し
て
聖
域
な
き
構
造
改
革
等
に
取
り

●
　
■

い
る
矢
先
に
、
同
時
多
発
テ
ロ
。牛
海
綿
状
脳
症
が
発
生
し
ま

牛
海
綿
状
脳
症
の
発
生
は
高
森
町
の
畜
産
農
家
の
経
営
に
大
き
な
打

―

′
Ｖ

ま
ち
づ
く
り
」

，と
し

‐
ま
し
て
は
、
こ
の
経
済
不
況

。
過
疎
・高
齢
化
の
進
む
な
か

「や

を
日
指
し
て
執
行
部

下
致
協
力
し
い

●

●

●

　

・

町
議
会
議
長
　
児

玉
　
國

ま

し
た
、。

　
・

と

と

も

に

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
●

と
と
お
慶
び
申
・し

日
勿

ｎ
工
よ

た

し

し

す
よ
う
、
心

　

　

　

・

今
後

う
決

工  事  名 工  期 請負金額(円 ) 請 負 者

畦数線道路改良舗装工事
11.26^―

H14.3.7
15,835,199 (資 )池田建設

天神・前原線

道路改良舗装工事

11.26～

H14.3.7 18,028,500 0奥椙建設

社倉・蔵地線4-B工区

道路改良舗装工事

11.26ヽ

H14.3.29
32,039,999 帥藤本組

社倉・蔵地線 4工区

道路改良工事

11.22-ヽ

H14.3/29
175,350,000 (株)草村企業

(22)
役場の支払日 1/25(金 )2/5(火)2/15(金)  時間10時から15時まで

(3)



で

ヒ野選手

１２
月
１
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、

高
森
町
民
体
育
館
と
休
暇
村
南
阿
蘇

を
会
場
と
し
て
、南
阿
蘇
高
森
オ
ー

プ
ン
テ
ニ
ス
２
０
０
１
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
本
テ
ニ
ス
協
会

の
公
認
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き
る
大

会
で
、
全
国
に
、
ひ
い
て
は
世
界
に

羽
ば
た
こ
う
と
す
る
若
い
選
手
の
登

竜
門
と
な
る
大
会
で
す
。

県
内

・九
州
は
も
ち
ろ
ん
、
関
西

や
関
東
か
ら
も
男
女
合
わ
せ
て
約
２

０
０
人
が
出
場
し
、
大
会
期
間
中
レ

ベ
ル
の
高
い
真
剣
な
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

（優
勝
者
の
み
掲
載
）

○
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

佐
藤
博
康

（Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

黒
田
貴
臣
・伊
藤
忠
大

（デ
ィ
ノ
Ｔ
Ｃ
）

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

北
野
美
穂
子
（ル
ネ
サ
ン
ス
大
分
）

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

田
中
美
佳
・宮
原
祥
子

（鳳
凰
ク
ラ
ブ
）

蘇 手
.,・

● … /.

グ

●

全
国
の
ト
ッ
プ
を
め
ざ
す
若
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
結

阿蘇地域町村合併検討会だより

今後の町村合併への取組みの流れ
△

後の町村合併への取組みのおおよその流れは次のように進めることとしています

が、この間に住民の方々の意見を十分聞きなが ら進めていくこととしています。

平成 14年 2月 上旬 ・・・・・・ 。ある程度具体的な町村合併のメリット・デメリットを検討するための関

係町村の絞込み

大枠のグループ①阿蘇郡北部・中部②阿蘇郡南部

議会議決≫

・・・町村合併を前提とした関係町村を決定 し、行財政の現状調査や予測、

合併のアウ トライン (枠組み・合併方式・合併期日等)を 検討。

≪議会議決≫

・・・町村合併を前提とした関係町村を確定 し、新町村建設計画の策定や合

併協定項 目の協議・決定。

平成 17年 3月 町村合併施行

蘇陽町・高森町・白水村・久木野村。長陽村・西原村で合併するとどうなるのでしょうか?

参考までに、大枠の関係町村で町村合併 をした場合の行財政面のスケールメリッ トと、国・

県の財政支援措置を、現時点で推定 。算定 したものを掲載 します。

☆合併すると特別職 。議員 ・職員の数や支給額はどのように変わ るの ? (単 位 :百万円)

特 男」 職 議  員 職   員
物 件 費

人 数 金  額 人 数 金  額 人 数 金  額

合 併 前 22 214 80 302 466 21749 21747

合 併 後
И

「 40 26 105 362 1,906 1,445

効   果 △ 18 △ 174 △ 54 △ 197 △ 104 △ 843 △ 1,302

1、 合併後の特別職・議員の報酬及び職員給与は、各々阿蘇郡最高数値 を使用。

2、 合併後の議員数は、新自治法第91条 (26人 )に よる。

3、 合併後の職員数 (普通会計)は 、類似団体を適用 し算出。
4、 合併後の物件費は、類似団体別市町村財政指数表を適用し算出。

☆合併することによって国や県からの財政支援措置は ? (単位 :億円)

起債 (借入金)を含め、合計171億 円以上の財政支援が見込める

各禾il委 員さんへの説明会開催

12月 5日 林業総合センターで、駐在嘱託員

消防団幹部・選挙管理委員・農業委員・固定資

産評価委員・民生児童委員・社会教育委員・教 |

育委員の皆さんを対象に、約 100名が参加 して

町村合併についての説明会が開かれました。 l
この説明会は、阿蘇郡内各町村を対象にそれ

:

ぞれの町村で実施されます。        1

南
阿
蘇
高
森
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

２
０
０
１

●

●  ●

年間

約25億円の削減

江ヽ

風
邪
を
ひ
き
姜
に
感
謝

の
お
茶
を
飲
む

落
葉
散
る
川
は
無

、ヽ
に
流
旅
行
く

来
る
年
に
半テ
を

つ
な

い
で
納
め
句
座

故
郷
に
友
と
会
う
日
や
納
め
句
座

初ヽ
暦
神
の
み
ぞ
婦
る
日
を
捲
る

冬
薔
薇

Ｃ
の
虚
う
め
く
薇
し

ヒ
ト

　

　

　

　

　

　

　

　

■
ノ

謝
”
　
　
　
　
　
塩

後
藤
　
信
子

沐
　
　
不
恙

渡
辺
　
雲
海

上
丼
カロ
根
女

松
野
　
笑
声

馬
源
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

浦
塚
　
南
人

口
上
黙
公
子

相
源
　
白
酔

沐

口
　
一
声

日
本
　
琴
司

坂
口
　
一体
仙

（
野
尻
あ
け
び
句
会
）

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
）美
聰

妙
な
客
　
な
か
な
か
出
ら
ん
試
着
室

寝
た
き
り

曰
く
　
馬
鹿
正
直

に
生
き
た
悔

怪
し
い
　
落
札
額
と
ヒ
ッ
タ
ン
コ

寝
た
き
り

曰
く
　
人

ン
Ｃ
の
よ
う
分
る

外
務
省
　
簿
外

口
座
も
持

っ
と
ら
す

し
み
じ
み
と
　
お
袋
の
味
な

つ
か
し
む

怪
し
い
　
あ
の
封
筒
に
ゃ
さ
わ
る
な
よ

し
み
じ
み
と
　
山
が
り
な
り
に
も
共
白
髪

寝
た
き
り

曰
く
　
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
生
き
甲
斐

の
無

ァ

外
務
省
　
大
臣
だ
け
が
岐
帳
の
外

妙
な
客
　
父
ち

ゃ
ん
の
留
守
郷

っ
と
ら
す

外
務
省
　
世
界
の
顔ヽ
に
を

っ
て
呉
ね

寝
た
き
り

曰
く
　
聞
こ
え
ん
振
り
も
し
と
か
な
ん

月巴

後

狂

句 POETRyPAGE

霜
月

　

（阿
蘇
御
神
大
会
）

(4)

あ
も
ち

お
デ
し
い
の
よ

人
分
び協
いた

ヽ

あ
．り

つ

f｀f
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ト 任意協議会 (事務局)の設置
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・
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ト
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グ尚
みじ

つで

去
年

合併市町村補助金
普通交付税 特別交付税 合併特例債 熊本県市町村合併

特別交付金合併算定替 臨時的経費 起債制限との差の利子返還格差是正 まちづくり建設分 市町村振興基金造成分

4.2 +α 5.1 +α 7.4 124 21.8 9
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女子ダブルス決勝戦

法定協議会 (事務局)の設置



第

１

高
森
町
少
年
柔
道
大
会

１２
月
２
日
、高
森
中
学
校
体
育
館

で
、高
森
町
少
年
柔
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、青
少
年
の
育
成
を

を
目
的
と
し
て
高
森
町
柔
道
部
・高

森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が
開
い
た
も

の
で
、　
町
内
の
小
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
は
荒
尾
市
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

団
体
戦
１３
チ
ー
ム
、個
人
戦
１
６
６

人
が
参
加
し
て
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、第
１
回
大
会
を
飾
る
に
ふ

さ
わ
し
く
、
地
元
の
高
森
少
年
柔
道

ク
ラ
ブ
が
団
体
戦
で
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

①

た

て
書
き

か
ら
よ

こ
書
き

へ
変
わ
り
ま
す

今
ま
で
の
戸
籍
は
、
「た
て
書
き
」

の
文
書
体
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は

「よ
こ
書
き
」
に

な
り
ま
す
。記
載
内
容
が
項
目
化
さ

れ
、従
来
の
謄
抄
本
と
比
べ
見
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
証
明
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
数
字
は
算
用
数
字
に
な

り
読
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
証
明
書

の
名
称
が
変

わ
り

ま
すこ

れ
ま
で
の
戸
籍
の
証
明
は
、全

員
の
も
の
を

「戸
籍
謄
本
」
、
個
人

の
も
の
を

「
戸
籍
抄
本
」
と
呼
ん
で

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

「全
部

事
項
証
明
」
（戸
籍
謄
本
）
、
「個
人
事

項
証
明
」
（戸
籍
抄
本
）と
名
称
が
変

更
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
手
数
料
は

現
在
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

③

証
明
書

の
用
紙
が
変

わ

り

ま
すこ

れ
ま
で
は
、
Ｂ
４
サ
イ
ズ
を
使

用
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
用
紙
に
は
、

複
写
機
な
ど
に
よ
る
偽
造
を
防
止
す

る
た
め
の
特
殊
な
印
刷
が
な
さ
れ
て

い
る
も
の
を
使
用
す
る
予
定
で
す
。

④
今
ま
で
の
戸
籍
は

「改
製

原
戸
籍
」
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
和
紙

の
戸
籍
謄
本
は
、
平
成
の
「改
製
原

戸
籍
」
と
し
て
保
存
し
ま
す
。
す
で

に
婚
姻
や
死
亡
な
ど
で
除
籍
（名
前

に
×
）
に
な

っ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
後
は
登
録
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
方
に
つ
い
て
の
証

明
が
必
要
な
場
合
は
、改
製
原
戸
籍

（手
数
料
７
５
０
円
）
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
本
籍
地
の
表
示
が
変
わ
り

ま
す

。

本
籍
地
番
に
枝
番
が
あ
る
場
合

の

「
の
」
の
記
載
は
削
除
さ
れ
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

高
森
町
大
字
高
森

１
２
３
４
番
地
の
５

上

ｏ
ｌｌ
月
に
開
か
れ
た

「す
ま
い
る
フ
エ
ス

タ
ｉ

ｎ
た
か
も
り
」
で
、
福
祉
功
労
者
と
し

て
表
彰
を
受
け
る
本
田
さ
ん

左
。今
日
も
元
気
に
矢
津
田
御
霊
神
社
の
境

内
を
清
掃

■
住
民
生
活
課
　
戸
籍
住
民
係

《大
会
結
果
》

団
体
戦

優
　
勝
　
高
森
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

個
人
戦

男
子
３
人
抜
き

甲
斐
雄
仁
（２
年
）

桐
原
享
平
（２
年
）

松
尾
鉄
馬
（２
年
）

三
森
宏
美
（１
年
）

三
井
万
由
（４
年
）

女
子
優
勝

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
戸
籍
証
明
の
発
行
を

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
戸
籍
も
新
た
に
編
成
さ
れ
内
容
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

2月 25日 から

●   ●

●   ●

スタート

高森ママさんバ レーチーム初優勝

阿蘇郡バレーボール協会長杯

11月 18日 、一の官町の宮地小学校で阿蘇郡バ

レーボール協会長杯が開催され、高森ママさんバ

レーチームが見事初優勝を飾 りました。

準決勝の阿蘇ママとの対戦では、2セ ットとも

ジュースにもつれこむ接戦でしたが、セットカウ

ント2対 0で勝ち決勝戦に進みました。決勝戦で

は、前年度優勝チームの小国湧峰チームに 1セ ッ

トを先取されたものの、持ち前のチームワークと

ねばりで見事逆転で初優勝を飾 りました。

あなたも私たちのチームに参加 しませんか ?

毎週水曜日に高森中学校体育館で練習 していま

すので、ぜひ一度練習を見に来てください。

20年以上にわたり清掃活動奉仕

赤羽根の本田一郎さんは、地域の矢津田御霊神社の境内

をはじめ、同神社から高森自然学校 までの県道沿い、御大

師堂等の草刈 りや落ち葉の掃除などを、かれこれ20年以上

続けられています。

本田さんは「兵隊として戦争に行 き同僚たちが次々に戦

死 していったが、自分は生きて帰ってこれたこと。また、今

日の自分があるのは地域の皆さんのおかげであることなど

から、何か地域のためになることが したい」と、この清掃

活動を始められたそうです。

本田さんの姿について地域の

皆さんは「だれにでもできるこ

とじゃなく、大変あ りがたいこ

とです」と話 しています。

本田さんも「体の動 くうちは

続けていきたい」と、話 していま

した。

０

「

高
森
町
大
字
高
森

１
２
３
４
番
地
５

⑥
住
所
地

の
表
示
も
変

わ

り

ま
す
。

住
民
票
の
記
載
方
法
に
つ
い
て

も
、
戸
籍
の
本
籍
表
示
の
変
更
と
同

様
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

戸籍証明書の新旧対照表

■
■
目
囲

圏

変更項 目 従 来 の 証 明 コンピュー タ導入後

名  称
謄本 (450円 ) 全部事項証明 (450円 )

抄本 (450円 ) 個人事項証明 (450円 )

様   式 B4版 よ こ長 A4 版 た て 長

書  式 文章体たて書 き ヽ
（Ｃ圭

自
こよ甲

刀
目項

(20)
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新
し
い
民
生
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す

１２
月
５
日
、
ひ
め
ゆ
り
の
里

「朋

遊
館
」

で
野
尻

・
五
カ
所
地
区

あ
いび
ょう
か
，

愛
瓢
会

（安
藤
幸
之
会
長
）
主
催
の

第
４
回
ひ
ょ
う
た
ん
品
評
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
の
会
員
は
、
現
在
３５
人
で
、

１
年
か
け
て
丹
精
に
栽
培
さ
れ
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

●

ひ
ょ
う
た
ん
が
、
１
５
５
点
勢
揃

い

し
ま
し
た
。

各
地
区
を
代
表
し
た
審
査
員
は
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
型

・肉
厚
等
を
中

心
に
審
査
、各
部
門
ご
と
に
賞
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

絵
付
け
の
講
習
会
も
近
々
開
催
さ

れ
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
立
派
な

ひ
ょ
う
た
ん
飾
り
が
で
き
そ
う

で

す
。

審
査
結
果

（最
優
秀
作
者
の
み
掲
載
）

□
首
席
　
佐
藤
　
直
三
（河
地
）

□
２
席
　
甲
斐
五
月
恵

（永
野
）

□
３
席
　
松
本
ユ
キ
子

（永
野
）

今
年
は
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
改

選
の
年
で
、

１２
月
１
日
付
け
で
新
し

い
民
生
児
童
委
員
さ
ん
２７
名
が
選
任

さ
れ
、

１２
月
５
日
に
委
嘱
状
の
交
付

が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
仕
事
は
、

老
人
や
身
体
障
害
者
、
母
子

・
父
子

な
ど
の
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
方
々

の
相
談
や
指
導
、
ま
た
、
介
護
保
険

の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ

と
、園
児
や
児
童
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
関
わ

り
、
町
の
福
祉
施
策
の
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

町
の
福
祉
発
展
の
た
め
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
町
福

祉
発
展
の
た
め
ご
協
力
下
さ
い
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

田
上
靖
雄
（村
山
）
、津
留
潮
（冬
野
・

森

・
津
留
）
、
栗
焼
章
聖

（野
尻
）

高
森
中
出
身
で
現
在
熊
本
商
業

高
校
空
手
部
に
所
属
す
る
立
山
さ

ん
は
、
Ｈ
月
に
開
か
れ
た
九
州
大

会
団
体
型
の
部
で
見
事
３
位
に
入

一

賞
し
、
来
年
３
月
名
古
屋
市
で
開

一

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
一

全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま

っ
た

３
人
は
、

１０
月
に
開
か
れ
た
高
森

寮
福
祉
ま
つ
り
の
中
で
、
空
手
の

型
を
披
露
し
ま
し
た
の
で
ご
存
知

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

な
お
、
立
山
さ
ん
は
九
州
大
会

個
人
型
に
も
出
場
し
て
、
６
位
と

・

い
う
結
果
で
し
た
。

第
２４
回
　
町
村
対
抗
　
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

12
17

13

①桐原映― (全町/主任児童委員)②山村信子 (下町)③野尻典歳 (津留)④岩下郁代 (旭通B)⑤桐
原ミヤ子 (昭和 B)⑥古庄智美子 (永 野原)⑦伊藤幸子 (矢津田)③桐原利光 (旭通A)⑨楢木野徳繁

(洗川 。大村 。東中原)⑩岡田美津子 (天神。上町)①小糸美代 (全町/主任児童委員)⑫岩下光明 (戸

狩・井上・山鳥)⑬佐藤重信 (草部)⑭今村キワ子 (昭和A)⑮児玉美代子 (中 )⑬熊川孝子 (河原)⑫
岩下和徳 (横町)⑬甲斐安人 (尾下)⑩安方小百合 (小倉原。中園 。西丁)⑩後藤―朗 (西中原。前原)

21田 上安盛 (村山)22熊谷和文 (野尻)23遠山澄男 (菅 山)24二子石 顕、(下切)25渡遷 廣 (冬野・

森・津留)26大内田奉文 (芹 口)27馬原芳隆 (上在)                 (敬 称略)

熊本県運転免許センターが移転 しました

●

●  ●

ｎ

　
空
手
道
で
全
国
大
会
ヘ

本
田
チ
ー
ム
　
大
健
闘

所在地 菊池郡菊陽町大字辛川 2655番地

(パークドームから東へ 700メ ー トル)

T[L096-233-0110

熊本県運転免許センター (熊本市)と 熊本県運

転免許試験場 (松橋町)は 、それぞれの業務を統

合して 1月 4日 から新しい運転免許センターで業

務を開始 しています。

Ｈ
月
２５
日
（日
）
、
阿
蘇
町
立
体
育

館
を
発
着
点
と
し
て
阿
蘇
五
岳
を

一

周
す
る
、阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１８
区

間
７０
・８
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
各
町
村
選

り
す
ぐ
り
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

本
町
チ
ー
ム
は
、昨
年
の
６
位
か

ら
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
総
合
５
位
で

ゴ
ー
ル
。

個
別
に
は
、森
田
ち
ひ
ろ
さ
ん
と

真
井
裕
子
さ
ん
が
区
間
賞
を
と
る
力

走
を
見
せ
ま
し
た
。

大

会

結

果

（総
合
タ
イ
ム
）

□
前
半
優
勝
　
白
水
村

□
後
半
優
勝
　
阿
蘇
町

□
総
合
優
勝
　
小
国
町

□
５
位
　
高
森
町

（前
半
４
位

・後
半
７
位
）

選

手

団

紹

介

監

　

　

　

督

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

◆
前
半
の
部

野
尻
浩
太
郎

野
尻
　
卓
郎

田
所
裕

一
郎

住
吉
　
桂
志

住
吉
　
直
樹

◆
後
半
の
部

津
留
　
隆
将

利
道
　
誠
和

津
留
　
　
誠

楢
木
野
秀
徳

山
田
　
浩
太

◆
補
　
口貝

竹
内
　
辰
三

甲
斐
　
裕
輔

黒
田
　
知
彰

田
上
　
悟
人

住
吉
　
美
咲

大
谷
　
正
三

住
吉
　
勝
徳

住
吉
　
昭
則

佐
藤
　
修

一

宇
藤
　
康
博

森
田
ち
ひ
ろ

宇
藤
真
奈
美

白
石
め
ぐ
み

本
川
　
　
宰

木
奪
貝
　
陽

一

後
藤
　
裕
太

本
田
　
真
子

立 真
石 井

大 裕
輔 子

免許事務取扱等が一部 改正 されま した

■新運転免許センターで免許証の更新、期間

前更新及び取消申請を行 う場合、写真は不要

です。

■県内の優良運転者は、県内のいずれの警察

署でも更新申請ができることになります (熊

本市内警察署、御船警察署、大津警察署を除

く)。

■運転免許試験は、一部の警察署で行われる

原付・小特試験を除きすべて新運転免許セン

ターで行われます。

陸上競技場日赤

病院

新運転免許
センター九

州
自
動

車
道

●
教言
察
署

大
津

本

港

●

熊

空

И
４
１
１

熊本
インタ

益城 イ ンター

帯 山

(6)(19)

畠評会

■
「
竜ひ

あ
の
品
評
会
　
力
作

つ

藝
』
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ミ
ニ
バ
レ
ー
で
企
業
間
交
流
を

数
々
の
大
会
で
上
位
入
賞

高
森
東
中
学
校
運
動
部

高
森
東
中
学
校
で
は
、
女
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
男
子
排
球

（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
。
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
の
４
つ
の
運
動
部
が
あ
り
ま

す
。同

校
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通

学
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
下
校
時
間
は

夏
場
が
午
後
６
時
、今
の
時
期
は
午

後
５
時
と
な

っ
て
い
ま
す
。
授
業
終

了
後
か
ら
下
校
ま
で
の
時
間
は
少
な

い
で
す
が
、毎
日
約
３０
分
の
全
校
体

育
を
実
施
し
た
後
そ
れ
ぞ
れ
の
部
活

動
を
実
施
。

全
校
体
育
と
は
、全
校
生
徒
が
基

礎
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
行
う
も
の

で
、
こ
れ
は
、
以
前
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
歩
い

た
り
走
っ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
、
一
時
期
、
生
徒
た
ち
の
体
力

が
激
減
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
始

め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

本
来
の
部
活
動
で
あ
ま
り
練
習
時

間
が
と
れ
な
い
分
、
中
身
の
濃
い
練

習
を
行
い
、
さ
ら
に
全
校
体
育
で
基

礎
体
力
が
十
分

つ
い
て
い
る
影
響

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

１２
月
８
日
、高
森
小
学
校
体
育
館

で
、
工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会

（水
野
孝
三
会
長
）
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
お
よ
そ

８０
名
が
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

工
業

団
地

企

業

連
絡

協
議

会
，

こ
の
協
議
会
で
は
、
春

・秋
の
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ヘ
の
参
加

や
、
工
業
団
地
内
の
共
同
草
刈
な
ど

日
頃
か
ら
合
同
で
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
昨
年
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
も
始
め
ま
し
た
。

大
会
で
は
、各
企
業
ご
と
に
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
リ
ー
グ
戦
と
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
、各
企
業
間

の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
会
場
を
移
し
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
賑

わ

っ
た
よ
う

で
す
。

●

保
育
園
の
入
園
受
付

は
じ
め
ま
す

町
で
は
平
成
Ｈ
年
度

の
保
育
国
の
人
田
申
込
受
付
を
下
表

の
日
程
で
行

い
ま
す
．

中
込
に
は
次

の
証
明
古
や
添
付
占
類
が
必
要
で
す
、
申
込
み
は
児
童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
イ１１
人
＝
し
て
い
る
場
合
で
も
、
家
庭
内
状
況
中
告
票
が
必
要
で
す

の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
園
申
込
に
必
要
な
書
類

入
園

（所
）
申
込
書
は
役
場
保
健

福
祉
課
窓
□
ｏ
役
場
各
出
張
所

・
各

保
育
園
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
書
類
は
入
園
申
込
児
童

一
人
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

●
入
園

（所
）
申
込
書

②
家
庭
内
状
況
申
告
票

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族
全
員

に
つ
い
て

「働
い
て
い
る
」
「心
身
に
障

害
が
あ
る
」
「心
身
に
障
害
が
あ
る
者
の

介
護
・看
護
を
し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由

で
、
入
園
申
込
を
行
う
児
童
を
日
中
に

面
倒
を
み
る
者
が
誰
も
居
ら
ず
、
家
庭

内
で
の
保
育
が
困
難
で
あ
る

（保
育
に

欠
け
る
）
と
い
う
こ
と
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
類
に
各
種
の
証

明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の
写
し
を
貼

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
こ
の
書
類
に
説
明
し

て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
担
当
係

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 ●

●  ●

保育園 (所)入 園 (所 )申込 受付 日程

L記 |1社 になるべ く申込してください_11記 |1程 に中込できなかった場合は、
1月 31111木 |ま でに役場、イ1計 |1係 にて人同申込を受け伺けます

色
見
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会
の
よ
う
す

入
園
申
込
み
や
保
育
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

・
・
・

保
健
福
祉
課
・福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
２
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

（内
線
１
２
２
）

う
ち
の
子
は
ど
れ
な
輪
食

食
べ
こ
ろ
Ｏ
？

Ｈ
月
１３
日
、高
森
保
育
園
で
給
食

の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
で

ど
ん
な
給
食
を
食
べ
て
い
る
の
か

を
、家
族
の
方
に
知

っ
て
も
ら
お
う

と
同
保
育
園
が
年
１
回
行

っ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
回
は
、
町
の
栄
養
士
さ
ん
を
招

い
て
、食
べ
る
こ
と
の
大
事
さ
等
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
は
「顔
を
向
き

合
っ
て
食
べ
る
の
で
と
て
も
楽
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

(18)

該 当 保 育 園 受 付 日 受 付 時 間 受 付 会 場

高森・色見保育園 1月 17日 (木 ) 9時 30分～ 15時 00分 林業総合センター

草 部 保 育 園 1月 24日 (木 ) 10時 00分～ 12時 00分 草 部 保 育 園

草 部 北 部 保 育 園 1月 24日 (木 ) 13時 30分～ 15時 00分 草 部北 部保 育 園

河 原 保 育 園 1月 25日 (金 ) 10時 30分～ 11時 30分 河 原 保 育 園

野 尻 保 育 園 1月 25日 (金 ) 13時 30分～ 15時 00分 野 尻 保 育 園

(7)

み
れ
な
の
ひ
ろ
ば

一
に
生
里
の
父
母
や
同
居
の
世
帯
員
全

‐
員
が
、　
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず

‐れか
の
要
件
に
該
当‐
す
る
場
合
に
入

園
申
込
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
園
申
込
が
で
き
る
の
は
？

ι
児
童
の
保
護
者
等
が
家
庭
の
外

で
働
い
て
い
る
場
合

●
Ｈ
生
里
の
保
護
者
等
が
家
庭
で
日
常

の
家
手
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場

〈
［　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｃ
児
童
の
母
親
が
出
産
前
後
で

あ

っ
た
り
、
病
気
や
心
身
に
障
害

が
あ

っ
た
り
す
る
た
め
、
児
市
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

④
家
庭
に
病
人
や
心
身
に
障
害
が

‐
あ
る
人
が
い
て

‐‐‐‐、そ
の
介
護
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合
．

０
火
災
や
風
水
書
「
地
震
な
ど
で

家
を
失

っ
た
り
、
家
が
破
損
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
復
旧
期
間
、保
育

が
で
き
な
い
場
合
。
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牛海綿状脳症
高
森

に
帰

っ
て
か
ら
は

高
森
に
帰
っ
て
き
て
２
年
後
に
結

婚
。
３
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
現

在
は
高
森
小
給
食
共
同
調
理
場
で
働

い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
、
高
森

の
女
子

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
ず

っ
と

続
け
て
い
ま
し
た
。

２
年
前
に
、
熊
本
で
唯

一
の
実
業

団
チ
ー
ム
だ

っ
た

「浦
島

の
り
」
の

廃
部
に
よ
り
、
熊
本
で
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
る
話
が
私
の
耳
に
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
り

た

い
と

い
う
気
持
ち
を
抑
え
き
れ

ず
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
選
手
選
考
会

に
参
加
し
て
、
オ
ー
ル
熊
本
の

一
員

に
な
り
ま
し
た
。

私

の
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ロ ロ ロ
言口■

E七
相
馬
さ
ん
以
外
の
メ
ン
バ
ー

は
全
員
独
身
の
若
い
チ
ー
ム
で
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
は
「
お
母
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
。
「私

一

人
で
チ
ー
ム
の
平
均
年
齢
を
大

き
く
上
げ
て
い
る
ん
で
す
」
と
、

気
さ
く
に
語
る
相
馬
さ
ん
。

そ
ろ
そ
ろ
体
力
的
に
お
と
ろ

え
が
出
始
め
る
年
齢
で
し
ょ
う

が
、家
事
に
仕
事
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ル
熊
本
の
選
手
団
が

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
に
来
町

み
や
ぎ
国
体
に
出
場
し
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「オ
ー
ル
熊
本
」
の
皆
さ
ん
が
、
Ｈ
月
１７
日
高
森

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
に
訪
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ル
熊
本
チ
ー
ム
は
、
８
月
に
開
か
れ
た
全
日

本
ク
ラ
ブ
選
手
権
で
、初
出
場
初
優
勝
を
果
た
し
た

実
力
の
あ
る
チ
ー
ム
で
、ほ
と
ん
ど
が
社
会
人
チ
ー

ム
の
経
験
者
。

参
加
し
た
小

中
学
生
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
た
ち
の

丁
寧
な
指
導
を

受
け
て
い
ま
し

た
。

●

平成 13年 9月 、日本で初めて牛海綿状脳症の牛が発見 されました。

現在、国は、感染 した牛の肉などが、市場や店頭に出回 らないシステムを確立 し、

牛肉などの安全性 を確保 しています。

●  ●

●  ●

い
き
い
き
け
０
ヽ
′ご
み
れ
な

楽
し
く
元
気
に
暮
ら
こ
う

お
年
寄
り

の
中
に
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
う
ほ
ど
で
は
な
く

て
も
、
積
極
的
に
外
出
す
る
ほ
ど

の
気
力
や
体
力
が
な
く
、
な
ん
と
な

く
ぼ
ん
や
り
し
な
が
ら

一
日
を
過

ご
す
人
や
、
家
族
と
同
居
し
て
い
て

も
昼
間
は

一
人
に
な
る
人
が
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
お
年
寄
り
の
多
く
は

孤
独
感
や
不
安

・
寂
し
さ
を
抱
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
方
が
多

い

こ
と
か
ら
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
予

防
の
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
い
き
い

き
サ
ロ
ン
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

お
年
寄
り
が
気
軽
に
ふ
ら

っ
と

立
ち
寄
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
企

画
し
運
営
し
て
い
く
楽
し
い
仲
間

づ
く
り
の
活
動
で
す
。

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、

１０
月
か
ら
色
見
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
月
１
回

各
地
区
の
公
民
館
に
集
ま

っ
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

(17)

ン

フ  ¬

牛海綿状脳症は、どんな病気なのですか ?

IIII 牛海綿状脳症 (IB S E:Bovine spongiform

encephalopathi)は 、1986年 にイギリスで初めて

報告された牛の病気です。BSEに かかった牛の

脳の神経細胞は空胞化 し、海綿状になることから、

牛海綿状脳症 と名付けられました。牛がBSEに
感染すると、2～ 8年の潜伏期間の後発病 し、行動

異常や運動失調を示すようになって、2週間から

6カ 月の経過を経て牛は死に至ります。

BSEは ウィルスより小さい感染因子である

「異常プリオン」を含む飼料などを食べることに

よって感染します。牛同士の接触や空気を介して

感染することはありません。

異常プリオンは、BSEに かかった牛の脳、せ

き髄、眼、回腸遠位部に含まれていることが確認

されています。そのため、国際機関のOIE(国
際獣疫事務局)の基準では、これらの部位は特定

危険部位とされ、除去すべき対象になっています。

特定危険部位

○ IE(国際獣疫事務局)の基

準では、BSEに かかった牛

の脳、眼、せき髄、回腸遠位部
が危険部位 となっています。

園湯遠位部

せき髄

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

(8)
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牛肉や牛乳 0乳製品の

安全性について

教えてください。

Eコ〕 英国におけるマウスなどでの接種試験の結

果、牛の脳、せ き髄、眼、回腸遠位部の危険部位以

外から異常プリオンは発見されていません。OI
E(国際獣疫事務局)の基準でも、牛肉はBSEの
感染性がある危険部位ではなく、安全です。また、

牛乳や乳製品についても、WHO(世 界保健機関)

専門家会議報告によると、乳はBSEを 伝達 しな

いことから、安全です。

人間や他の動物に感染

する心配はありませんか ?

EID人間にもクロイツフェル ト・ヤコブ病のよ

うに、脳が海綿状になる病気がありますが、そのう

ち変異型クロイツフェル ト・ヤコブ病がBSEと
の関連を指摘されています。

英国では1990年代半ばにBSEの 牛が大量に確

認され、1995年から2001年 までに百名余 りの変異

型クロイツフェル ト・ヤコブ病の発症が確認され

ていますが、これは危険部位でである脳などを食

べていたことが原因ではないかとみられています。

なお、日本での変異型クロイツフェル ト・ヤコブ病

の発症例はありません。

また、豚や鶏などの家畜が感染 したという事例

は報告 されていません。BSEに 類似の病気とし

て、羊のスクレイピーは古 くから知 られています

が、現在まで人への感染の報告はありません。

後列中央が相馬さん (全 日本クラブ選手権優勝後にVサ イン)

オール熊本の選手として

みやぎ国体に出場

成年女子 ソフ トボール

相馬マリさん (上在 )

年末の慌ただしさが増 してきた12月 2日 の日曜

日、熊本市下通 りのアーケー ド街で恒例の「阿蘇郡

農業祭」が開催されました。

これは阿蘇をPRし ようと熊本市に住む阿蘇郡

12か 町村の集まり「在熊阿蘇郡人会」と、阿蘇郡町

村会が合同で企画実行 したもので、各町村 とも趣向

を凝らし、産業や観光面の宣伝活動や特産品の展示

即売を行いました。

今年の高森町コーナーは、大根・白菜・芋・花な

どの農産物や、漬け物・味噌・醤油・手作 リハム・

かりんとう。クッキー・いなかまんじゅうなど。特

産品加エグループや奥阿蘇はなしのぶ、湧水 トンネ

ル直販店の加工部の皆さんの展示・即売により、た

くさんの人垣ができていました。

この催 しにお世話をいただいたのは、在熊高森会

のみなさん。高森の良さをPRし ようと毎年多 くの

方々がこの催 しにご協力いただいています。

今後 も「ふるさと。たかもり」をどうぞよろしく

お願いします。
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相
馬

マ
リ
さ
ん

（上
在
）
は
、
平

成
１３
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
オ
ー
ル

熊
本
」
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
チ
ー
ム
は
、
８
月
に
開

か
れ
た
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
で
、

初
出
場
初
優
勝
を
果
た
し
た
実
力
の

あ
る
チ
ー
ム
で
す
。

そ
ん
な
チ
ー
ム
の
中
で
、
打
ち

て

は
４
番
、守
備
で
は
内
野
手
を
務
め

る
と
い
う
チ
ー
ム
に
と

っ
て
な
く
て

は
な
ら
な

い
存
在
だ
そ
う
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
る
時

の
迫
力
あ
る
姿
か
ら

一
転
、
大
変
温

厚
な
人
柄
の
相
馬
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー
し
ま

し
た

。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
歴

私
は
、
野
尻
小
学
校
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
野
尻
中
学
校
を
卒
業

後
、
熊
本
女
子
高
校

（現
在
の
慶
成

高
校
）
に
進
学
し
ま
し
た
。

高
校
時
代
に
は
国
体
に
２
度
出

場
、
事
業
後
は
東
京
の
実
業
団
チ
ー

ム

「大
徳
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
」
と
い
う

当
時
三
部
リ
ー
グ
に
位
置
す
る
会
社

に
就
職
し
ま
し
た
。
一
部
リ
ー
グ
の

会
社
か
ら
の
誘

い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
決
し
て
条
件

の
良

い
と
は
い
え

な
い
大
徳
ド
レ
ツ
サ
ー
ズ
は
、
こ
れ

か
ら
の
チ
ー
ム
で
あ
り
、
特
に

「う

ち
の
テ
ー
ム
を

一
緒
に

一
部
リ
ー
グ

に
引
き
上
げ
よ
う
」
と

い
う
会
社
か

ら
の
熱
心
な
誘

い
が
あ

っ
た
の
で
就

職
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

入
社
当
時
、
三
部
リ
ー
グ
だ

っ
た

チ
ー
ム
も
、
約

５
年

の
間
に

一
部

リ
ー
グ
に
昇
格
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
１
部
リ
ー
グ
の
時
に
最

高
殊
勲
選
手
、　
部
リ
ー
グ
の
時
に

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

な
ぜ
高
森
に
帰
う
て
き
た
の

チ
ー
ム
が

一
部
リ
ー
グ
に
上
が
っ

た
２
年
後
ぐ
ら
い
か
ら
会
社
の
方
針

に
戸
惑
い
を
感
じ
た
の
で
、
会
社
を

退
職
し
生
ま
れ
育

っ
た
高
森
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私
の
結
婚
が
決
ま

っ
た

こ
ろ
に
、東
京
で
お
世
話
に
な

っ
た

会
社
か
ら
「監
督
と
し
て
帰

っ
て
来

て
も
ら
え
な
い
か
？
」
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、高
森
が
好
き
だ
し
二

度
と
高
森
を
離
れ
た
く
な
い
と
思

い
、監
督
と
し
て
の
誘
い
は
断
り
ま

し
た
。

●  ●

● ● まちの特産品を展示即売
在熊高森会が高森の PRに一役

阿蘇郡農業祭 12月 2日 熊本市

と畜場ではどのような検

査が行われるのですか ?

四 感染の疑いのある牛を見逃さないようにす

るため、と畜場ではすべての牛について、感度の高

いBSE迅 速検査 (エ ライザ法)に よる検査を実施

しています。この検査は、感染 していない場合でも

陽性 となることがあるため、陽性の結果が出た場

合は、さらに正確性の高い検査を行い確定診断 し

ます。確定診断の結果については直ちに公表する

こととしています。

国はBSEに 対 して、ど

のような対策 をとってい

るのですか ?

口 と畜場では、食肉処理を行 うすべての牛に

ついて厳格な検査を実施 し、感染が認められた牛

についてはすべて焼却 します。

また、OIEの 基準で危険部位 とされている脳、

せ き髄、眼、回腸遠位部は、BSEの 感染の有無に

関わらず、すべての牛で解体時に除去 し焼却 して

います。

農場においても、BSEが 疑われる牛について

は徹底 した検査を行い、これらの牛については結

果にかかわらず焼却することとしています。

この結果、BSEに 感染した牛の肉などが市場

や店頭に出回ることは一切ありません。

BSEの 感染源とされてい

る牛の肉骨紛は、どのよう

に取 り扱われますか ?

Eコ〕 現在 国は牛の肉骨紛につして、すべての国

からの輸入を停止 してお り、また家畜のえさとし

ての製造・出荷・使用を禁止 しています。これに

よって、BSEの 感染を確実に遮断する体制が

整っています。

労働省 食品保健部監視安全

ttp://www.mhlw.9o.TEL 03-5253-11

●農林水産省 畜産部衛生課

http://WWW.ma

生 薬医 局●厚 課

1(代 ) p/

生 産局

ELTI 1 go. p/03-35 (代 )02-8

:・r

りし

、 ″

t`
ハ
ノ し のル (

'T'海綿状脳症
■|

■|サ

r↓

7●

現在販売 されている加
工品は安全ですか ?

EID国 は 現在流通 してしる加工食品について

牛を由来としている原材料をすべて点検 し、危険

部位の使用や混入が認められた場合には、原材料

の変更、当該製品の販売中止や回収を行 うよう製

造者・加工業者に対 して指導を行っています。これ

らの結果は厚生労働省のホームページですべて公

表されています。

資料提供=厚生労働省・農林水産省

(9)

鐵躍嘱

の
“〕

‥
〓

　

　

　

１

　́

ヽ
●

，
ぉ■
　
・　
　

―ヽ
　
　
　
　
´

・

目■



は

一

磯

　

一

主

ョ

一

電

一

滲

一

雛

一

ゞ

〓

メ
リ
一

第
一

の
一

た
一

１

１

一

を

一
彦
一

趾

一

議

一
の
一

”』
一

広

報

来
月
か
ら
　
税
の
申
告

申
告
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

税
の
申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や

っ
て
ま

い
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
１３
年
１
月
１
日
か
ら
　
増

１２
月
３１
日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得
税
、贈
与

神

税
な
ど
の
国
税
と
、
県
民
税
、
町
民
税
、
国
民
健
　
ぁぽ

】

康
保
険
税
な
ど
の
町
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
　
　
春

く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申

告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
や
扶
養
証
明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
必
ず
申
告
い
た
し
ま
し
よ
う
。

税

の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方

▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
等
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、今
年
１
月
１
日
現
在
で
就
職
し
て
い
な
い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る
方
は
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

高
森
町
役
場
　
税
務
課
　
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
）

●

ま
ち
の
魅
力
ち
百
発
見

中
心
市
街
地
活
性
化
実
験
イ
ベ
ン
ト

Ｈ
月
２３
日
、
役
場
高
森
中
央
出
張

所

（産
交
跡
地
）
を
主
会
場
に
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
実
験

イ
ベ
ン
ト
「
ぷ
―
珍
祭
」
が
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
千
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と
い
う
住
民

参
加
型
を
基
本
に
、
現
在
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
掘
り
起
こ
さ
れ
た
各
商
店

自
慢
の
逸
品
や
、
魅
力
あ
る
場
所
な

ど
を
元
に
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が

各
商
店
等
の
協
力
を
得
て
開
い
た
も

の
で
す
。

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で

は
、
高
森
展
望
コ
ー
ス
・
湧
水
ト
ン

ネ
ル
冒
険

コ
ー
ス

・
路
地
裏
散
策

コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
。参
加

者
は
、高
森
自
然
公
園
か
ら
の
眺
望

や
湧
水
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
た
り
と
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

主
会
場
の
産
交
跡
地
で
は
、味
の

逸
品
。自
慢
の
逸
品
体
験
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

逸
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
活
性
化
に
わ

か
の
公
演
を
は
じ
め
多
彩
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

不明な点や詳 しいことは・・・税務課・町民税係

まで、お気軽にどうぞ。 2-1111内 線 164番
ト

一
／、

「
）

クソ

　ゝ′
エチ

●

●  ●

ぷ
―
珍
祭
に
訪
れ
た
人
か
ら
出
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
や
感
想

を
、今
後
の
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
策
定
す
る
大
き
な
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
スヽ
」ざ
い
ま
し
た
。

この 日だけ使える「ぶ―券」
での逸品オークションも大

好評 (こ のTシ ャツはぶ―券

何枚 ?)

約400食用意された豚汁も完売

店の逸品

皆さんからの意見や感想をたくさん集める
ことが「ぷ―珍祭」本来の目的。大事な資

料として活用していきます。
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ぶ
―
珍
祭

４
可

二
〓
目検

」旨
司計 項科    目

諸 材 料 費 返品等の処理は正 しくしてありますか。

修   繕   費 増築・拡張・用途変更のための棋様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

ただし10万円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

上同作 業 衣 料 費

農 業 共 済 掛 金 生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。

減 価 償 却 費 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。

収入金を手数料差引で計 ヒしている方は、その手数料は計上できません。

できるだけ総額主義で計上 してください。

荷 造 運 賃 手 数 料

雇   人   費 雇われた方の住所・氏名又は領収証はあ りますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

利 子 割 引 料 1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。

地 代・賃 借 料 1家 事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払った方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

土 地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。

他そ    の 1前払・未払の計算は適正になされていますか。

2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

期首 前年の期末の棚卸高と一致 してますか。農物

"つ棚 卸 高 期末 数量・単価は正 しいで しょうか。

経 費 か ら 差 引 く

牛 馬 ・ 果 樹 等 の

育 成 費 用

育成 している呆樹 ・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と 育成費用

(定植費・肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。(成熟時の時価では計上できません)

専 従 者 給 与 源泉徴収は正 しく行われていますか。

青 色 申 告 控 除 最高 10万円です。複式簿記で貸借対照表を提出する人は最高 55万 円です。控除は不動産所得の

ある人は不動産所得から控除します。
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ま
だ
ま
だ
勉
強

楽
し
く

熱
心
に
見
学

高
齢
者
学
級
　
修
学
旅
行

超
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
、高
齢
者
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
が

各
地
で
様
々
な
形
態
で
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
高
齢
者

学
級
や
、南
阿
蘇
六
か
町
村
合
同
で
進
め
て
い
る
南
阿
蘇
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
学
級
で
は
、
Ｈ
月
４
日
バ

ス
３
台
に
分
乗
し
て
修
学
旅
行
を
行

な
い
ま
し
た
。

１
２
０
名
の
生
徒
た
ち
は
佐
賀
県

の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
を
訪
ね
、
熱
心
に

見
学
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
５
月
か
ら
始
ま

っ
た
今
年

度
の
高
齢
者
学
級
は
、介
護
保
険
制

度
や
や
さ
し
い
予
防
医
学
な
ど
の
講

義
、各
会
場
ご
と
に
企
画
し
た
お
楽

し
み
遠
足
な
ど
、
８
回
の
講
座
が
開

催
さ
れ
、

１２
月
の
閉
講
式
で
は
全
講

座
に
出
席
の
２１
名
の
皆
さ
ま
に
皆
勤

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
年
度
も
健
康
で
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

●

高
齢
者
学
級
皆
勤
証
受
賞
者

（敬
称
略
）

高
森
会
場
　
栗
屋
フ
ミ
子
（上
在
）
、

津
留
新
吾

（横
町
）
、
安
方
敦
子

（横

町
）
、
藤
澤
ツ
ヤ
コ

（横
町
）
、
円
上

む
つ
子

（昭
和
）
、
岩
下
頼
利

（森
）
、

北
嶋
雪
子

（森
）
、
田
上
キ
ミ
ョ
（旭

通
）
、
鬼
塚
福
巳

（旭
通
）
、
宇
藤
眩

武

（昭
和
）
、
津
留
五
月

（横
町
）

前
原
会
場
　
荒
牧
善
晴

（前
原
）

上
色
見
会
場
　
高
倉

一
人
（東
中
原
）

河
原
会
場
　
森
正
六
（味
鳥
）
、吉
良

山
眩
伴

（上
玉
来
）

草
南
会
場
　
西
田
追
子
（小
楢
木
）
、

矢
津
田
ツ
ギ
エ
（小
楢
木
）

草
北
会
場
　
井
上
恵
（高
尾
野
）、
甲

斐
辰
義
（吉
尾
野
）、飯
干
智
恵
子
（赤

羽
根
）、
本
田
利
江

（小
村
）

合
計
２１
名

※
暖
義
‥
心
身
と
も
に
暖
か
な
談
義
を
す
る
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

第 14回  「新酒 とふるさとの味まつ り」 のお知 らせ

早春のたかもりの大イベン ト「新酒とふるさとの味まつり」が2月 9日 のオープニングを皮切りに

3月 10日 のラス トメインイベン トまでの 1ケ月間開催 されます。期間中は、町内の飲食店や宿泊施設

でオリジナルおすすめ一品料理や期間限定寒造り新酒がお召 し上がりになれます。(有料 )

新酒と食の夜なべ暖義とイベントの紹介

① 2月 9日 (土 )(15:50～ 南阿蘇鉄道利用) オープエングセレモニー イベント列車・伝統芸能等

② 2月 9日 (土 )(18:30～高森田楽村) 「炭火と新酒のタベ」

③ 2月 16日 (土 )(18:00～魚健 (な かはら))「南阿蘇の歌人たち」孝女白菊の話・高森の句碑の話など

④ 2月 23日 (上)(18:00～休暇村南阿蘇) 「ステーキ食べ放題」 マンドリンコンサート

⑤ 3月 2日 (土 )(18:00～かすい)新 酒。やまめ・高森にわか

⑥ 3月 3日 (日 )(17:00～ホテル阿蘇高森倶楽部) 「嬢かしのシャリアピンステーキ復活」

⑦ 3月 9日 (土)(18:00～ 山見茶屋) 「新酒と大豆創作料理の祭典」

③ 3月 10日 (日 )(12:00～ 15:00 高森駅前公園)ラ ストメインイベント

高森伝統芸能・郷土創作料理実演販売・町の特産品販売・阿蘇あか牛の九焼き等 盛々りだくさんです。

詳 しいお問い合わせは 高森町観光協会 TEL 2-2233

●

●  ●

もうすぐ申告

間違えやすい要点をチェック ! 農業申告決算書

「
人

権

」

《
考
え
て
み
ま
し
よ
う
》

「障
害
は
、
不
便
だ
け
ど
不
幸
で
　
忘
れ
な
い
、
こ
れ
だ
け
で
障
害
の
あ

は
な
い
一と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
　

る
人
は
ず
い
ぶ
ん
助
か
り
ま
す
。
そ

こ
っ
¨
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
ぅ

，

ｔ
　
　
　
　
　
　
ひ
と

そ
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
　
くし
て
、そ
れ
は
障
性
退の
な
い
人
に
も

し
よ
う
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
し
や
す

い
社
会

へ
と

つ
な
が

障
害
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
人
の
　

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
性
や
誇
り
が
傷

つ
け
ら
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
障
害
者
の

１́
て
ん　　　　　　　　　　じ
ゃか
い　
　
　
み

視
点
に
た

っ
て
社
会
を
見
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
バ
リ
ア
フ

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
　
　
　
　
―」ゅう
み
ん

リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
街
で
も
、
住
民

の
意
識
が
低
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く

の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
活
か
さ
れ
な

い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

障

害
者

に
た

い
し

て
、

何

か

特
別
な
こ
と
を
し
て
あ
げ
る
の
で

が

，
１

，

　

Ｌ

ｔ
く
は

　
　

ま

ち

　

　

か

ん
さ

つ

は
な
く
、
学
校

・
職
場
や
街
を
観
察

し
ょ
う
が
ヽ
し
ゃ
　

が
わ
　
　
●
一　
　
　
　
も
の
ご
ヒ

し
、
障
害
者

の
側
に
立

っ
て
物
事
を

見
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
を
尊
重
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
ょ
う
が
い
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
レ
一も
　
　
　
い

障
害
の
あ
る
人
と
も

「
共
に
生

き
て
い
く

一
こ
と
が
大
事
な
の
で

じ

ぶ
ん
　
‐

　
　
　
　
　
　
　
つ
ご
う

す
。
自
分
た
ち
の
都
合
だ
け
で
な

つ
ね

　

し
ょ
う
が

い
　
　
　
　
　
　
ひ
と

く
、常
に
障
害
の
あ
る
人
の
こ
と
を

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

〈　
一
緒
だ
ね
　
み
ん
な
の
　
明
る
い
笑
顔
っ
て

〉

昨
年
の
高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

じ

ん
　
け

ん

(14)

不斗     目 検 =‐
4・

日`」
」旨
月識 項

販 売 金 額

1本貝][算払金は計上 してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正 しくされてますか。

3売掛金は正 しく計 Lさ れてますか。

4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。

5雑収人は計上してありますか。 (含消費税 )

額

額

金

金

費

費

消

消

事

業

家

事

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量

2現物で経費等を支払った農産物は計上 されてますか。

3生産 した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。

4自 家用そ菜は計上されてますか。

家事消費単価は正しいですか。

雑   収   入

1農 産物の被害等による共済金・リベー ト・事業分量分配金、各種補填金等の収入が漏れて

いませんか。

2事業用資金の利子が含まれていませんか。

3土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

期 首 前年の期末棚卸高と一致 していますか。の

高

物

‐調

産農

棚 期 末 1数量・単価は正しいですか。

2期首数量 +生産数量―家事・事業消費数量 =期末棚卸数量になりましたか。

計 記載漏れ・計算誤 りがないか再度検討 しましたか。

租 税 公 課 1家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2固定資産税のうち家事分のあん分計算は適正になされていますか。

種   苗   費 育成費用又は棚卸品にしたものは分か りますか。

素   畜   費 上同

肥   料   費 返品等の処理は正しくしてありますか。

飼   料   費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

農   具   費 1個又は 1組の取得価格が 10万円以上のものが含まれていませんか。

農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正 しくしてありますか。

(11)

暉口

「
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国

し
0
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生
活
習
慣
病

「高
血
圧
」

い
よ

い
よ
２
０
０
２
年
が

ス

タ
ー
ト
。
み
な
さ
ん
こ
の
１
年
を
ど

ん
な
年
に
し
た
い
で
す
か
？

さ
て
、
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

こ
の
季
節
に
注
意
し
た
い
の
が
『血

圧
』
で
す
。
町
の
健
診
結
果
で
は
約

半
数
の
人
に
血
圧
が
高
い
状
況
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧

性
疾
患
の
医
療
費
も
月
々
約
２
千
万

円
と
最
も
高
い
費
用
を
占
め
て
い
ま

す
。で

も
、体
調
に
異
常
が
な
い
か
ら

と
放
置
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。

機肌健康講座 栄昔士のいたIビきま窃

『食塩』とりすぎていませんか ?
～食塩は 1日 10グ ラム未満に～

日本人の食塩摂取量は 1日 約 13gと 、日標

より3g(梅干 1個分)ほ どオーバーしている

のが現状です。

食塩の取 りすぎは、高血圧 。脳卒中 。心臓病

を起こしやす くして胃がんを招 く元です。

私たちは、 1日 に摂取する食塩の 50パーセ

ント以上を調味料からとっていますので、つい

料理に多 く入れがちな調味料 を控えれば、減塩

効果も大幅にアップします。

● おい しい薄味調理 の コツ●

食品の持ち味を生かす

香辛料をきかせる (カ レー粉、わさび、こしょ

うを上手に使 う)

だし割 りじょうゆを使 う

塩分 を多 く含 む食品

・カップラーメン・・・4.Og(1個 )

・塩鮭・・・・・・・・4.Og(1切れ)

・濃回醤油・・・・・・2.7g(大 さじ1)

・たらこ・・・・・・・2.6g(中 1/2は ら)

。のりの佃煮・・・・・2.Og(大 さじ1)

・即席スープ・・・・・1.6g(1袋 )

●

長
び
く
と
怖

い
高
血
圧

高
血
圧
が
長
く
続
く
と
、
血
管

は
古
い
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
、硬

く
も
ろ
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
「脳
梗
塞
」
「狭
心

症
」
「心
筋
梗
塞
」
「腎
不
全
」
な
ど

の
生
命
を
も
脅
か
す
状
態
を
招

い

て
き
ま
す
。

「大
し
た
事
な
い
」
と
放
置
せ
ず
、

定
期
的
に
血
圧
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た

り
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●

血
圧
は
ど
ん
な
と

き
に
上
が
る
の
？

血
圧
を
ジ
ワ
ジ
ワ
と

上
げ
る
原
因
と
し
て
塩

分

・
糖
分
の
と
り
過
ぎ

や
体
重
の
増
加
、
遺
伝

的
な
素
因
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
急
激
に
血

圧
が
上
が
る
の
は
、
ス

ト
レ
ス
や
激
し
い
運
動
、

急
激
な
寒
さ
、
力
み
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
こ
の
季
節
、
早

朝
や
寒

い
日
の
外
出
、

夜
間
の
ト
イ
レ
、
入
浴

の
際
の
暖
房

・
防
寒
対

策
に
は
気
を
使

い
た
い

も
の
で
す
。

●

個
別
健
康
教
室
、
健
康
学

習
会
開
催
中

「血
圧
を
改
善
す
る
た
め
に
生
活

習
慣
を
改
め
た
い
」
、
「も
っ
と
血
圧

に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど
思
っ
て

い
る
方
、個
別
に
ま
た
地
域
で
学
習

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
保
健
福
祉
課
　
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

●  ●

●  ●一凛
冬場でも『食中毒』にご注意を !

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

【斑寸舅に】

○手や調理器具を清潔に保つ。

○調理後は、早 く食べ常温では放置 しな

い。

○食品は加熱 し、冷蔵保存する場合は温

度管理 (10℃ 以下に保つ)に注意する。

○消費期限を確認 して購入すること。

○時間がたち過ぎた食品は、思い切って

捨てること。

高森警察署 丁EL 2-0110

1月 10日 は 110番の日

食中毒の発生は夏場が半数以上を占

めていますが、冬場でも油断するとさ

まざまな細菌、ウイルスを原因とした

食中毒が発生します。

予防するには菌が増殖 しない環境に

食品を保存することが大切で、冬場で

も暖房の効いた部屋に食品を放置する

のは避けるべきです。

おう吐や腹痛などの共通症状が短時

間に発症するものから、数日して発症

するものまであります。日頃から食生

活に注意を心がけましょう。

(13)

110番は緊急時の通報電話
◎相談・照会等急がない用件 |こ 利用して<ださい。

◎フ
°
ツシユホン回線でないと使用できません。

◎ダイヤル式は

または、お近<の警察署へ電話して<ださい。

何が
じ ‐フ 呵な
こ CC‐

い つ

ち巳人は

・・事件・事故など

・・場所 0日標
00何時ごろ

・・ どんな人物か聰額

顆馘
★携帯電話からの110番 は、他県の警察本部につながる場合がありますので注意 してください。

(12)

～ 今日の献立 ～

・麦ごはん

。白菜の中華スープ

。いりどり

。エビのみの揚げ

・ リンゴの赤ワイン煮

おeち料理〔こ加ウこみませれが 」

《エビoみ OttC・1'》

□材料 (6人分 )

エビ…小6尾、パン (サ ンドイッチ用)・…3枚 、はも

のすり身…90g、 揚げ油、つまようじ

□作 り方

①エビの腹側につまようじを刺し、背をまっすぐにし

てゆでる。尾を残して殻をむき背わたをとる。②ぬれ

ぶきんの上にパンを並べすり身をぬり、半分に切って

①を芯にして巻き、蒸し器で2～ 3分蒸す (蒸すこと

で揚げパンみたいな油っぽさがなくなる)。③粗熱を

とり色よく揚げる。

血圧値の判断基準表 (WHO)

160mmHg以 _L

正常血圧

境界域高血圧

95mmHgJl.l-[ 高血圧

署だより

=〔
 ′′

区 分

最 大 血 圧

140mmH9以 下
141mmH9以上

160mmHg未満

最
小
血
圧

90mmH9以下

91mmH9以上
95mm日 9未満

消防なんでも南晋日分署 ⑦

②


